
付知町消防団の歴史

◆ 付知町消防団の沿革

江戸時代の付知村での火消しは、「村掟」によると山火事の場合は村内各戸から必ず

消火に出場することが定められている。

江戸の火消組のような組織的なものではなかったが、各号組に常時固定した消防人夫が

割り当てられ、緊急時にすぐ出動できる体制が、ある程度ととのえられていた。

　　 金三円五十銭　字分田山火事消防人工三十五人、但壱人十銭

すべて寄付金や無尽によって購入されている。

付知まで引いて来たと云われ、その数日後の正午に地元で発生したアミダ坂の大火では

その新式のポンプが活躍した。

また桜屋の火消組は、桜屋ポンプなどといわれ公設消防組が創立後も、火事場への先陣

競いをしたと云われている。

県知事の許可を必要とした。

編成は大野小路（現付知保育園南側市道）以北を北組、以南を南組、川東地区を東組とし

経費は各組とも篤志家の寄付に依っていた。

*  「村掟」の消火

*。・*。・*。・*。・*。・*。・*。・*。・*。・*。・*。・*。・*。・*。・*。・*。・*。・*。・*。・*。・*。・*。・*。・

明治10年9月の「民費下調書」に初めて「消防」の文字が見られ、消火経費が公費で支払われている
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*  火消組

明治20年代になると家屋密集地帯を中心に組織的な火消組が結成され、器具・器材は

明治30年2月、曽我松太郎氏が新式の腕用ポンプを名古屋にて購入し、陸路を数人で

*  付知町消防組

明治27年、内務省が「消防組規則」19か条を交付し、消防組の設置は市町村単位とし、

いくつかの私設消防組が解散し、明治31年に付知町全域による公設消防組が発足した。



に復活し、第一部（北組）・第二部（南組）・第三部（東組）と名称が改められた。

一の宮の大火

寄せられた。

呼称されるようになった。

水火消防だけではなく、防空・防諜が主要な任務となり、灯火管制・防毒・避難・救護など

の訓練が強化され、いかなることがあっても空襲警報発令の場合は全員出動しなければ

ならなかった。

結団式が挙行された。分団内の編成は、手挽ガソリンポンプ班・腕用ポンプ班・階梯班

からなっていた。

この実現のためには消防団員や幹部の並々ならぬ努力があった（映画興行・神社木の

払下・篤志寄付など）。

その後、明治38年から40年まで日露戦への出征者が多く一時中止したが、明治40年12月

明治44年からは町から各部へ活動費が支給されるようになり、昭和10年に熊谷常勝が

組頭となると、多額の私財を投じてガソリンポンプ2台を購入したりもしている。
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この間に最も大きい火事と云われるのが大正2年5月8日午後11時40分出火の一の宮の大火で、

必死の消火にもかかわらず火の手が早く、全焼32棟・半焼6棟・半壊1棟となり、翌朝午前3時に鎮火した。

当時の取調書によると被害見積額は9460円となっており、町内はもちろん他町村からも多くの見舞金が　　

その他、大正8年の大新座の火事などもあったが、消防組の活躍ですべて最小限にくい止められている。
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*  付知町警防団

昭和14年警防団令の公布によって、消防組が付知町警防団に改名され、各部が分団と

*  付知町消防団

昭和22年消防団令にもとづき付知町消防団が創立され、同年9月26日に中学校校庭で

昭和26年には東発可搬動力ポンプ3台、昭和28年には消防自動車が購入されたが、

昭和48年には3分団から4分団に分割し、団の整備が図られた。



記念式典が総合グラウンドで開催され、記念すべき年を祝った。

組頭　　熊谷鉄太郎

組頭　　坪井　誠爾

組頭　　加地喜兵衛

組頭　　早川三代蔵

組頭　　伊藤善三郎

組頭　　熊谷　常勝

組頭　　伊藤　公道

団長　　早川　安市

団長　　片田　良雄

団長　　坪井　末彦

団長　　原　友三郎

団長　　三島　定美

団長　　伊藤　正久

団長　　伊藤　博郎

団長　　三尾　吉示

また昭和49年3月30日には、昭和48年が消防組が創設されてから75年目ということで

◆ 歴代消防団長 　（ 敬称略 ）

* 付知町消防組

明治31年 5月 5日　～　明治36年 5月 4日

明治36年 5月 5日　～　明治44年 5月 4日

明治44年 5月 5日　～　大正14年 3月26日

大正14年 5月 5日　～　昭和 7年12月21日

昭和 7年12月22日　～　昭和 9年12月21日

昭和 9年12月22日　～　昭和13年 5月19日

昭和13年 5月20日　～　昭和14年 3月31日

* 付知町警防団

昭和14年 4月 1日　～　昭和22年 9月25日

* 付知町消防団

昭和22年 9月26日　～　昭和26年12月31日

昭和27年 1月 1日　～　昭和32年 3月31日

昭和32年 4月 1日　～　昭和36年 3月31日

昭和36年 4月 1日　～　昭和40年 3月31日

昭和40年 4月 1日　～　昭和50年 3月31日

昭和50年 4月 1日　～　昭和54年 4月 1日

昭和54年 4月 1日　～　昭和59年 4月 1日



団長　　伊藤　幸雄

団長　　原 　米 彦

団長　　小松　利彦

団長　　熊谷　和朗

団長　　吉村　象作

◆ 付知町消防団の表彰歴

岐阜県消防協会竿頭綬

岐阜県知事金ばれん表彰

日本消防協会表彰旗

岐阜県知事表彰旗

消防庁長官竿頭綬

消防庁長官旗

岐阜県知事旗・竿頭綬

日本消防協会竿頭綬

岐阜県知事特別表彰旗

昭和59年 4月 1日　～　昭和63年 4月 1日

昭和63年 4月 1日　～　平成 4年 4月 1日

平成 4年 4月 1日　～　平成 8年 4月 1日

平成 8年 4月 1日　～　平成 12年 4月 1日

平成 12年 4月 1日　～　平成20年4月1日

昭和28年12月

昭和29年 8月

昭和31年 2月

昭和33年12月

昭和41年 3月

昭和45年 3月

昭和46年10月

平成元年 2月

平成18月11月



～　付知町史より抜粋　～
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